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（活動メイン写真）

取組のきっかけ、経過

社会福祉法人学正会は、昭和26年に保育所を開設して以来、柳川市において様々な福祉事業を運営し、ま
た地域の皆様と共に歩みを進めてきました。しかし、近年、国内で少子高齢化が急速に進み、地元地域にお
きましても、高齢化に対する課題が極めて多く、そのニーズは多様化していました。そのような現状に、「まだま
だ地域には私たちが把握できていないお困りごとがあるのでは…」との思いから、地域の皆様に「お困りごとア
ンケート」を実施。地域の役職の方々にもご協力をいただき、数多くの意見をいただくことができました。このこ
とが切欠となり、平成27年、少しでも地域の皆様が住み慣れた地域でいつまでも安心して暮らしていけるよう、
私たちが足を運ばせてもらい、様々な相談や助言等をさせてもらいたいと、学正会出前講座の受付を開始し
ました。

取組内容

　現在、この事業の受付窓口を、法人内に設け、積極的に受付を行っております。
　また、担当者は、定期的に地域の皆様にお話を伺いに行くとともに、地域の役職の方々との連絡も大切に
し、気楽に相談が行える環境・関係性の構築に努めています。
最初は、介護に関するサービスの説明をして欲しいなどの要望が多くありましたが、現在では、病気に関する
こと、熱中症や感染症予防、栄養管理、脳活プログラムなどのレクリエーションなど、数多く講座メニューを揃
え、私たち専門職が行えることをフルパッケージでお届けできる準備を整えております。

( 出前講座内容）
　①介護保険制度、介護保険サービスについて
　②柳川市高齢者福祉サービスについて
　③認知症の理解と予防等について
　④介護の知識・技術、介助の方法について
　⑤高齢者の病気、日常生活を送る上での注意点について
　⑥熱中症・脱水について
　⑦感染症予防について
　⑧高齢者の栄養管理について
　⑨脳活プログラム、レクリエーション　　等



(1)効果

(2)課題

実施の方法／　法人独自

実施対象／　高齢者を中心とした地域住民

実施頻度／　ご依頼があればいつでもどこでも

活動実績／　２～3回／年

活動者数／　約40人／回（うち、法人職員参加約5人）

参加者内訳／　地域住民、学正会職員

法人概要

 

法人名／社会福祉法人 学正会

所在地／福岡県柳川市金納425-1
事業内容／介護老人福祉施設・短期入所生活介護・軽費老人ホーム・
　　　　　　　　　小規模多機能型居宅介護・通所介護・居宅介護支援事業・
　　　　　　　　　在宅介護支援センター・配食サービス　他
　　　　　　　　　障がい者支援施設・福祉型障がい児入所施設・
　　　　　　　　　障がい者グループホーム・保育所・児童養護施設・
　　　　　　　　　小規模児童養護施設　他
職員数／約400名（パート職員含む）

学正会は、昭和26年の保育所開設以
来、笑顔と親切を活動理念とし、地域
に根差した福祉活動を展開してきまし
た。現在、少子高齢化社会の中で、介
護・福祉におけるサービスが数多く存
在する一方で、急速な社会変化の中
に存在する多様なニーズにまだまだ対
応できていない課題もあります。

このような中、学正会においては、今後、地域の多種多様なニー
ズに対応すべく、地域の皆様を巻き込んだ福祉村建設「Joyous
life Welfare Village」（陽気ぐらし福祉村）実現に向け、「Joyous life
project]を進めていきたいと考えています。今後も地域の皆様と共
に福祉活動を展開していきます。

理事長（施設長）管理者等　コメント実施データ

　
　①現在は、同じ校区内からの依頼が主であるため、今後は活動地域を拡大していきたい。
　②学正会職員だけで講座を行うのではなく、地域の専門家の方と連携しながら対応していきたい。
　③講座に足を運べない方々への対応も今後は考えていきたい。
　④現在は、高齢者に関することが主であるため、今後は、児童福祉や保育、障がい福祉に関する幅広い活
動ができるように努めていきたい。

　
　取組を始めた当初は、数名の参加からでありましたが、回数を重ねるごとに、徐々に参加者も増え、活動依
頼も多くなってきました。講座は、こちらが提案した内容設定ではなく、あくまでも地域の皆様方のご意見をい
ただき、そのテーマに沿った内容を行わせていただいておりますので、地域の皆様からは、「大変参考になり
ました」などの声を多くいただき、高く評価していただいております。
　また、この講座の中では、様々な相談を受ける場ともなっており、回を重ね、顔見知りの関係になることで、今
まで相談できなかったことも、気軽に相談できる関係性の構築につながっております。さらにまた、地域の役職
者の皆様とも、頻繁に連絡が取れる関係性が生まれたことで、地域のニーズが正確により早く把握できることが
可能になりました。

取組による効果や課題

【地域の公民館での講座の様子】
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